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当研究所では、平成11年1月18日および同26日にベン・マーティン（Ben Martin）教授による講演会を開催した。講師のマーティン教授は、定量的指標を用いた研究評価手法の研究や研究開発活動の分析、あるいは英国の技術フォーサイト・プログラムの推進者として広く知られる世界的な研究者であり、現在、英国サセックス大学・科学政策研究ユニット（SPRU: Science Policy Research Unit）所長を務めている。科学技術政策研究者としての業績に加えて、英国やEUの
科学技術政策形成に大きな影響力を与えていることで知られている。
1月18日（月）の講演のテーマは、『英国の技術フォーサイト・プログラム（The UK Technology Foresight Programme）』であった。英国の技術フォーサイト・プログラムは、日本で1970年代から行われている技術予測などを参考とし、さらにそれを政策目標の策定や研究予算の配分にまで適用しようとするものである。講演内容は、英国のプログラムの概要とそれを巡る議論や問題点についてまとめたものであった。










































・2/19 「マニュファクチュアリング・パ −トナ−シップ−米国における産業近代化の政策と戦略 −」
Ｐｈｉｌｉｐ Ｓｈａｐｉｒａ氏（ジョ-ジア工科大学助教授）
○ 主要来訪者一覧
・2/3 リ−ゼンフ−バ−元独国研究技術大臣
○ 海外出張
・2/14-20 吉水情報分析課長（フィリピン）
・2/16-27 伊地知１研研究官（英国）
目次へ
年度末となった。毎年この時期は年度始めに計画した調査研究のまとめと、平行して新年度の新規調査研究計画が立てられる時期である。今年も例年のとおり、研究発表のための所内セミナーや、次年度新規研究計画のヒアリングが行われるため、研究所内には緊張が漂い、活気が漲っている。本年度で４回目となる「地域における科学技術政策研究」を始め、多くの発信がこれから予定されており、逐次、本ニュースで取り上げて参りたい。多くの行事があった平成１０年度の実りある成果をどうぞご期待下さい。
先般、開発途上国と我が国との相互理解を深めるために、外務省の肝いりで、産官がチームとなって、マニラ（フィリピン）で、現地の財界産業界官界の方々と１週間に亘り、意見交換を行う機会が設けられた。現地政府、日系企業、現地企業のそれぞれの思いや我が国への期待等と役割との間にいろいろのジレンマがあることを再認識し、関係の複雑さが垣間見えることとなった。
桜の花便りが聞こえ、一雨ごとに春の気配が濃くなっている。新年度に向け調査研究においても、ニュース編集においても、新しい計画を立てるときは、いつも新鮮で無限の可能性があるように思える。いつもこの気持ちを忘れないで編集に当たりたい。（Ｙ）
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科学技術政策研究所ホームページに戻る
編集後記
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